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1 はじめに
本論文では，日本語から手話テキストへの機械翻訳

の試みと，そのための手話表現の表記法の提案につい

て述べる．

手話は，音声言語である日本語と同じではない独自

の言語構造を持った視覚言語である．手話は今のとこ

ろそれを表現する文字を持っていない．また，手話表

現においては手指動作だけでなく，手の形・位置・動

き，顔の表情や視線・頭や上体の動きなどの非手指動

作も重要な役割を果たしている．

我々はこれまでに，市販の手話辞典などから日本

語－手話単語対訳辞書データ，日本語例文－手話単語

列対訳コーパスを作成し，これを用いて単純な自立語

単語の置き換えによる翻訳システムを作成した [2]．し

かし，このような単純なシステムではうまく翻訳でき

ないケースが多く発生した．手話には独自の語彙と文

法があり，また，非手指動作の情報も翻訳結果として

出力させる必要があるため，単純な単語の置き換えで

は手話言語への翻訳には対応しきれないからである．

そこで我々はまず，非手指動作や語形の変化の情報

を翻訳結果として出力させるために，記号表現による

表記法を提案した [1]．機械翻訳のシステムとしては，

我々の研究室で開発している日本語を原言語とする機

械翻訳を実現するための機械翻訳エンジン jaw(from

Japanese to Asian and World languages)[7] を用い

て，手話を目的言語とする機械翻訳システム jaw/SL

の構築を試みている．最終目的は，音声入力 (日本語

入力)から手話のアニメーションを出力させることで

あるが，jaw/SLはその中間的処理を担うシステムと

して構築を進めている．

2 手話の表記法について
前節で述べたように，手話にはそれを表現する文字

が存在しておらず，手話表現の表記法が問題となる．

そこで，我々は表記法の定義を試みた．この表記法で

は，基本的に動作そのものの表現ではなく，それらに

よって表される語彙内容や文の構造を表現することを

目的としている．以下に概略を述べるが，詳しくは [1]

を参照．

2.1 手話単語
手話単語は日本語の文字による単語表記 (手話単語

ラベル)で表現している．手話単語ラベルには『日本

語－手話辞典』[3]に記載されている日本語の単語ラ

ベルを用いた．また，語形変化によって表現される語

彙内容や文法的な情報はパラメータで表す．手話単語

の表記の一般形を以下に示す．

手話単語
ラベル [手型](空間要素；修飾要素)

「手型」「空間要素」「修飾要素」のパラメータは省

略可能である．

2.1.1 手型

手型そのものが，ある語彙を表す場合がある．例え

ば，『行く』の手型を数の『2』の形に変化させると「二

人で行く」という意味になる．

例：行く (標準形)　⇒　行く

二人で行く　　 ⇒　行く[2]

2.1.2 空間要素

話し手の回りの空間上の位置は，人称と対応づけら

れている (話し手の位置が一人称，聞き手の位置が二

人称，その他の位置が三人称)．

図 1: 空間と人称の位置関係

手話単語には，手の位置や動きの方向を変化させる

ことのできるものがあり，その位置や方向に文法的・

意味的働きを持たせることができる．このような空間

的な位置や方向は，“空間要素”の部分に記述する．

空間要素
始点→終点　　：方向の記述

位置　　　　　：位置の記述

例：彼女があなたを見る

　⇒　彼女(3) あなた 見る (3→ 2)



東京へ引っ越す

　⇒　東京(L) 場所(L) 引っ越す (R→ L)

2.1.3 修飾要素

手話単語の動作に対する強弱・大小などの変化が，

その単語を修飾する副詞や形容詞の役割を果たす場合

がある．これらの語彙内容を “修飾要素”の部分に記

述する．

例：大きく揺れる　⇒　揺れる(；大)

2.1.4 指差し

指差し “PT”(point)には次のような用法がある．

1.相手または自分を指差して，代名詞「あなた」・

「私」を表現する．

2.話し手の回りの空間に仮想的に配置された人・物・

場所を指し示して，その指示対象が文の主体とな

ることを明確化したり，意味を強調する．

例：母が私に言う

　⇒　母 (3) 言う (3→ 1) PT(3)

2.1.5 用言後接機能語

手話単語の助動詞は一般動詞 (あるいは形容詞)と

しての用法と並存しているものが多い．そのため，本

来の動詞 (形容詞)としての用法と助動詞としての用

法を区別する必要がある．これらは ‘－’を用いること

で区別する．

用言後接機能語
手話単語－手話単語

例：私は行きたくない　⇒　私 行く－嫌い

2.2 複合語と同時表現
二つ以上の単語を組み合わせて，別の新しい語が形

成される場合，次のように複合語として表現する．

複合語
(1)　手話単語 1 ＋手話単語 2

(2)　手話単語 1｜手話単語 2

(3)　手話単語 1 /手話単語 2

(1)は二つの手話単語の逐次的な組み合わせによる複

合語を表現する．

例：会社員　⇒　会社＋名前 2°
病院　　⇒　脈＋ビル

(2)は左手 (非利き手)で手話単語 1，右手 (利き手)で

手話単語 2を同時に発話することによる複合語を表現

する．

例： 4人　⇒　 4｜人

3月　⇒　 3｜月

(3)は左手または両手で手話単語 1 を発話した後，左

手を残したまま右手で手話単語 2を発話することによ

る複合語を表現する．

例：家までタクシーで帰る

　⇒　家 (C)/タクシー (1→ C)

2.3 手話単語列
手話単語列は手話単語の並びを通常は空白で区切り，

連続的な発話を表現する．また，「名詞 1の名詞 2」を

表現する場合，名詞 1と名詞 2は連続的に発話される

が，「名詞 1と名詞 2」を表現する場合，二つの名詞の

間に時間的な間 (頷き)が挿入される．そのため，‘，’

を用いて文法的な切れ目や名詞の並列 (～と～)を表

現する．

手話単語列
手話単語　手話単語　手話単語…

手話単語，手話単語，手話単語…

例：私の子供　⇒　私　子供

私と子供　⇒　私，子供

2.4 非手指動作と手話文
顔の表情や視線，頭や上体の動きなどが，文法的役

割 (話題化・真偽疑問文・疑問詞疑問文など)を果た

す場合がある．これらについては以下に示すようにブ

ロックを用いて表現する．

ブロック
｛＜非手指動作＞　手話単語列｝

文の区切り記号は，ムード (平叙，疑問)に応じて

使い分ける．

手話文
(平叙文) 　手話単語列。

(疑問文) 　手話単語列？

例：何を注文しますか？　⇒　注文｛＜whq＞ 何｝？

弁当は鈴木さんが作ります。

　⇒　｛＜ topic＞　弁当｝鈴＋木 作る。

3 日本語－手話機械翻訳システム

jaw/SLの構築

機械翻訳エンジン jaw を用いて日本語－手話機械

翻訳システム jaw/SLの構築を試みている．jaw はパ

ターントランスファー方式による機械翻訳エンジンで

あり，原言語である日本語の表現パターン (係り受け

構造のパターン)とそれに対する翻訳規則を与えるこ

とにより，任意の目的言語に対応することが可能であ



る．なお，用言に後接する機能語 (過去を表す「た」な

ど)については，別途処理される．図 2に翻訳処理の

流れを示す．

図 2: 機械翻訳システム jawの処理の流れ

また，翻訳結果を出力させるときに視覚的なイメー

ジを与えるために，『日本語－手話辞典』の手話イラス

トを翻訳結果のラベルと対応させ出力できるようにし

ている.図 3に jaw/SLのインターフェースを示す．

図 3: 機械翻訳システム jaw/SLのインターフェース

4 jaw/SLによる 100例文の

翻訳実験

4.1 翻訳結果

市販の文献から会話文を抽出して 100例文を作成し

た．会話調の語や省略されている表現に関しては修正

して用いた．文献に載っている手話表現を正解とし，

100例文に対して翻訳実験を行った．jaw/SLによる

翻訳結果は以下の表 1の通りである．

表 1: jaw/SLによる翻訳結果
翻訳結果 例文の数

表記例通りに結果が得られる文 72

翻訳結果は得られるがまだ不十分な文 22

翻訳結果が得られない文 6

以下に翻訳結果を得られた例文を示す．

• 数詞 (単位)を含む文
— 私は 19歳です。⇒　私 年齢 10＋ 9 PT(1)。

• 一致動詞を含む文
— 彼は私を支援する。

⇒　彼 (3) 私 助ける (3→ 1) PT(3)。

• 疑問詞疑問文
— 何を注文しますか？

⇒　注文 ｛＜ whq＞ 何｝？

• 用言後接機能語を含む文
— テストの成績が悪かった。

⇒　試験 成績 悪い－た。

• 同時表現を用いる文
— 駅から家までタクシーで帰る。

⇒　駅 (R) 家 (C)/タクシー (R→ C)。

• 複合語を含む文
— 今夜は星がきれいです。

⇒　今＋暗い 星 美しい 2°。
• 語彙化されない副詞を含む文

— 昨日の地震は大きかったです。

⇒　きのう 地震 揺れる(；大)－た。

• 『Aの B』の表現を含む文
— 弟の趣味はカメラです。

⇒　弟 (3) 趣味 2° カメラ PT(3)。

• 『Aと B』の表現を含む文
— この紙に住所と名前を書いてください。

⇒　これ 四角 住所，名前 書く 3°－頼む。
4.2 分析・評価
jaw/SLによる翻訳実験を行ったところ，翻訳でき

ない文や翻訳結果が不十分な文が出てきた．翻訳結果

に問題がある文を以下の表 2に示す．

表 2: 翻訳結果に問題がある例文
文の種類

例文 表記例

名詞が複数変化する文
大勢の人が来ました。 たくさん 3° 人々 来る 2°－終わる。

体言後接機能語を含む文
10分ぐらいです。 10 分 くらい。

用言後接機能語を意訳する文
最近忙しそうですね。 今＋短い 忙しい－大変。

用言後接機能語を意訳する＋終助詞を含む文
便利でいいですね。 便利 うらやましい。



4.2.1 問題点の整理

• 名詞の複数変化
「大勢の人」という日本語は『たくさん 3°　人々』
と翻訳される．この場合，訳語に『人々』が用い

られているのは入力文の「人」が複数であると判

断されるからである．しかし，このときの「人」

を複数と判断するような意味解析は現在のところ

できていない．また，もう一つの表現方法として，

『人』を『人々』と変化させるのではなく『来る』

を変化させる方法がある．これは『来る』を 10

指で表現することで「大勢の人が来る」という意

味になる．しかし，まだこの処理の実装はできて

いない．

• 取立て表現
名詞などの体言に後接する機能語には「は」，「が」

のような格助詞と，「くらい」，「さえ」のような取

立て詞 (副助詞) がある．取立て詞は文中の様々

な要素を取り立て，取り立てられたものとそれに

対する他者との関係を示す助詞であり，重要な語

である．しかし，手話には，取立て詞「さえ」，

「こそ」などに対応する手話単語はなく，意味的

に同じで，手話で表現できる文に言い換えて表現

しなければならない．例えば，「私だけ食べない」

は「みんなは食べる。私は食べない。」(表現の仕

方は様々である)のように言い換えて手話表現す

ることになる．しかし，このように言い換えをす

る機能は現在の jaw/SLにはなく，今後の大きな

課題である．

• 用言後接機能語
「～そうだ」という機能語に対しては，多くの

例文では手話単語の『思う』に対応させており，

jaw/SLでもそのように記述した．しかし，表 2

の例文では文脈からの判断で意訳されており『大

変』で表現されている．このような意味解析は現

在のところできていない．

　また，過去を表す機能語についても問題がある．

この表現には手話単語の『た』と『終わる』が用

いられる．『た』は一般的な過去を表し，『終わる』

は完了を表すという見解もあるが，明確な使い分

けはされていない．日本語文から過去なのか完了

なのかを判断することも難しく，訳しわけること

はできていない．

• 『～ていい』の訳し分け
「～ていい」や「～てもいい」という表現は文脈

によって手話単語が異なる．許可を表すときには

『かまわない』，相手に対してうらやましく思うと

きには『うらやましい』，状態などが良いときに

は『良い』で表現をする．訳し分けの規則は検討

中であり，現段階では訳し分けることはできない．

手話の文法が未だ十分には解明されていないことも

あり，翻訳規則を定義するのが難しい表現も数多くあ

る．この問題に関しては，手話を専門にしている方々

との交流を深め，徐々に問題を解決していき，jaw/SL

へ組み込めるように研究開発を進めていく予定である．

5 おわりに
手話の表記法と日本語－手話機械翻訳システム

jaw/SLの概要，翻訳実験の分析・評価について報告

した．手話表現の疑問点や問題点，jaw/SLの機能的

な問題等，まだまだ多くの問題を抱えている．今後は

jaw/SLの機能をさらに追加し，より多くの日本語テ

キストを手話テキストへ翻訳できるように，また，よ

り精度の高い翻訳結果が得られるように jaw/SLの構

築を進めていく予定である．さらに，次のレベルの例

文を設定して，それらについての翻訳を進めていくこ

とも今後の課題である．
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